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「もしもノートはこだて」

•皆さんのお手元にある『もしもノートはこだて』をご覧ください。

•どうでしょう？自分が尋ねる場合、自分が聞かれる立場の場合

自分ごととして考えてみましょう！

学生さんから，こんな
感想がありました！



私が仕事で日々心掛けている事

それは？

例えば一人暮らしの方

血圧を測りながら、その人の生きてきたストーリーを聞いてみる。

足浴をしながら、

「もしだよ、動けなくなって寝たきりとかに なったらどうする？

誰におせわしてもらいたい？

誰と一緒に居たい？」

とかをケアをしながら問いかけてみる。



「もしもノートはこだて」の上手な使い方

もしもノートを自分事として自分の中にと入りこませる

•日頃からの思いを聞いていると、心の移り変わりは当然のようにある。

•だから日々の心づもりなのだと考える。

•その心づもりが移り変わってもそれがその人なのだから

•その人をわかってもらうために心の移り変わりをしっかり時系列に書き
止めておく。

＊その人の移り変わる心のうごき、揺れを一緒に揺れてもらいたいから。



この人の場合

•独居 95歳 女性

•背景として

元教員、夫も同じく教員で娘さんが一人札幌に在住

夫が亡くなった後も自宅で過ごしていた。3年前から両下腿に

浮腫がみられてきた。その浮腫の事で何度となく病院での検査

を勧められたが、拒否。なぜなら入院が嫌だった。自宅に居た

いとの思いが強かった。他者を自宅に入れる事も嫌だったが、

娘さんの心配もあり介護保険を申請してようやく、デイサービ

ス、ヘルパーの介入に成功！病状の不安もあり3年目で訪問看

護が始まった。



• 初回訪問時は「何してくれるの？」と怪訝な様子。しかし、教員をされて
いたので、子供の教育の話などで会話が弾み訪問が繋がっていった。

• ある日、本人から「爪を見て欲しい」との希望が出てきた！

これはラッキー！

爪を見たら足も垢で汚れていたので足浴をしながら

暖かいお湯につけたらほっと！

そこで「ずーっとここで暮らしたい？」

「そりゃそうだよ！」

「誰にお世話して貰いたい？」

「皆さんにね。これから迷惑かけるけどね」

「わかったよ。迷惑じゃないよ。この家での生活を支えるね」



その後彼女は

•心配していた転倒が起こり、救急搬送。

•大腿骨頸部骨折で入院。

救急搬送先にはサマリーを使用して『応用ツール18番』も本人の想いを

しっかり記述！

在宅での情報を送りましたが、急性期からの返答は在宅は無理の

回答。それで決まってしまうものでしょうか？

現在は転院されて、本人の意思確認、家族の思いを聞いている。

さて、彼女の思いは・・・



応用ツール18番

日頃の訪問のケアの中で聞
き取れた内容を搬送される
1週間前にノートを使用し
てケアマネと確認しました

もしも
ノート
使用！

本人が日頃
話していた内容が

赤字で！！



同性愛者の彼と彼

•彼Aさん75歳 彼Bさん75歳

二人の生活は20年近くありました。

Aさん74歳の時に胃癌末期、肝転移、腹膜播種、腹水貯留で入院

入院中よりMSWが介入し、Aさんが亡くなった後の事を話し

ていた。

Aさんがどうしても帰りたい、Bさんと話しておきたいことが

ある。と強く希望して在宅に戻る事に。



二人の心のすれ違い

• Aさん「僕が死んだらの事を話しておきたいんだ」

• Bさん「いや～まだそんな、いいよ。いいから、いいから」

そんなやりとりが続きました。

Aさんから「聴いてくれないんだよね、僕の財産の事や、親戚

なんかが来るから、その扱いだとか。ちゃんと話しておきたいんだよね。
でも避けるんだよ。」

Aさんの気持ちがよくわかりました。

Bさんに「ちゃんと話した方が良いよ。話したいと言ってるよ」

Bさん「まだいいよ、大丈夫だよ！」と、Aさんが亡くなる事を

受け入れたくない様子が強かった。



在宅退院から5日後

•夜中に突然吐血！

救急搬送する事に。

搬送されて翌日なくなりました。

何も話すことなく・・・

•亡くなってから7日後

気になりBさんに会いに。

玄関入ると・・・泣き崩れて、座り込んで、「寂しい」の連呼

当日は灯篭流しの日でした。



障害児の場合

•現在医療的ケア児、１５歳・１７歳・１８歳・３７歳

•両親の年齢は４０代後半から６０代半ば

•両親のACP,児のACP

•児は自分の意思を発信することはできない。

では、誰が？



１６歳の医療的ケア児の事例

•両親は５０代

•児には兄が二人、それぞれ社会人・大学生

•母とこれからの事について話しをしてみる。

急ぐことではない、でもゆっくり大切に家族と話し合う

きっかけになれば。それぞれの人生・その中にいるこの子

だから家族で話し合う事が大切！



最後に

•訪問看護を2７年間、様々な方と巡り合い旅立ちに立ち会ってきた。

当時は『もしもノートはこだて』と言う道具（ツール）が無かった。

•本人と家族と避けてしまう場面を避けないで向き合う場面に

変えてあげる事が出来たのでは・・・

ここに参加された皆さんへ

是非！この『もしもノートはこだて』を日頃利用し、

いざというときに『応用ツール１８番』に落としてとして

繋げましょう！


